

































































































































































㊨ 支点　 〔亘 増 ㌫ ㌶ ㌫ ぅ。
言 崇 、憲 での匝 〕（竃訳 語 宕豊 －）距■
．位置＝上の絵に記号⑳を書こう。
㊨ 棚 の憲 力慧 霊 肺 ，
㊧ 支点　　　 ・位正＝上の猷記号㊥を虹う・








㊨ 警告等霊 誓 え方で問題を解決すれば ㊨ 登呂等ご誓 え方で闇 を解決すれ！ま
ワークシート④ （釘抜き・実用てこ用） ワークシー ト⑤ （釘抜き・実用てこ用） ワー クシート⑥ （釘抜き・実用てこ用）
第5学年　名前 第5学年　名前 第5学年　名前






言 慧 憲 での〔或距Ｉｌ
－ 支点から力点までの疲■◎ ヵ点†禁
㊨ 雲誓 霊 誓 え方で問題を解決すれば ㊨ 警票 霊 誓 え方で闇 を触 すれば く亘 墓亘 〉警禁 霊 誓 え方で問題を解決軸 ば
竃 雪 ：至≡夏至曇≡莞崇
転する運動がありますか？ 転する運動がありますか？



















































































次 学　 習　 内　 容 時
間





・ 実 てこに触れ、楽 に仕事ができることを体感 し、釘抜 きとの共通点を考
えなが ら、力のモーメン トを 「見方」のスキーマで捉える。
・ 回転力 （力のモーメン ト）について知 り、計算によって求める。
・ 実用てこと釘抜きを 「考え方」のスキーマで捉え、力のモーメン トを計
算 したり現象を説明 した りする。
3 ＜てこを利用 した道具を力のモーメン トで説明 しよう＞
4・ 教師が用意 した道具の仕組みやはたらきについて、力のモーメン トを使
って説明す る。 （班）
・ 班 で調べた内容について発表 し、共有化 した知識 の再構成を図る。＿
4 ＜身の回 りのてこを利用 した道具について調べよう＞
4・ てこを利用 した道具を探 し、その仕組みやはたらきについて、力のモー
メン トを使 って説明す る。 （個人）
・ 個人で調べた内容について発表 し、寒有化 した知識の再構成 を図る。
5 ＜てんぴんで重さをはかろう＞ 1
・ 上皿天秤の仕組みを知 り、正 しく使 いながら身の回 りの物の重 さをはか
る。
6 ＜学習のまとめをしよう＞ 1






























































































































































































はかった り決まった量をはか り取った りす
る。
児童は，上皿天秤を「見方」で捉え，支点から力
点までの距離が左右で等しいことと，同じ重さの物
を載せたときにつり合う道具であることを話し合い
によって確認した。
鉛筆や消しゴムなどの文房具の重さをはかった
り，塩を5グラム量り取ったりして，上皿天秤の正
しい使い方を習得していった。
第4次の学習で，シーソーについて調べてい
た児童が「シーソーと同じた」と発言したの
で，調べた内容について説明させた。
どちらも支点からの距離が等しく，力の大き
さが等しいときに釣り合う道具であることを
確認し，上皿天秤の仕組みや働きを深く理解す
ることをねらった。
上皿天秤の仕組みや働きが理解できない児
童に対しては，左右の回転力が等しいときにつ
り合うことと，回転力が（支点からの距離）×
（力の大きさ）であることを思い出させ，2つ
の条件からいえることを考えさせた。
目的によって分銅の位置を変えなければな
らないことを押さえた。
・物の重さをはかる
→右側
・決まった量をはかり取る
→左側
図12　第5次の学習活動
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6．8　第6次の学習活動
第6次は，この単元で学んだことをまとめると同時に，今までの学習を振り返り，第1次での釘抜きに
対する考え方と現時点での釘抜きに対する考え方を比べ，学習の過程を通して自分の成長を確認した。
学習内容と児童の活動 教師の支援
学習のまとめを行い，第1次における最初の
自分の考えや状態とを比べて自己評価をする
教師が示した図から，3種類のてこがあることに
ついて確認し，それぞれの特徴をノートにまとめた。
ワークシートに，釘抜きの仕組みや働きについて
分かったことをまとめた。児童は，第1次での自分
の考えより，科学的な説明ができていることに気が
つき，この単元で学んだことが，知識として身に付
いていることを自覚することができた。
3種類のてこの支点と力点の位置関係を考
えさせながら，てこを使った道具には，少しの
力を大きな力に変える物と，大きな力を小さな
力に変える物とがあることを押さえた。
「枚のワークシートに情報をまとめ，第1次
と第6次での自分の考えを比較し，感想が書け
るように工夫した。
図13　第6次の学習活動
7　まとめ
小学校理科の物理に関する学習において，児童に科学的概念を理解させるために，認知科学の構成主義
に基づいて学習内容を教材化し，さらに，社会的構成主義に基づいた新たな学習環境システムを取り入れ
た授業を計画して授業実践を行った。
科学的概念のスキーマを「見方」と「考え方」の2つの要素からなるスキーマ構造で表し，教材化して
学習指導を行う授業に取り入れてそれを活用した授業を行った。これによって，児童が，日常の事象に対
して科学的に捉える力をつけることができた。しかし，学力が低位の児童にとっては，「考え方」の内容を
わかりやすく表現することが必要である。
役割分担ワークシートは，児童一人ひとりに主体的な学習の参加を促し，コミュニケーションを活性化
させた。また，グループから個人へと学習への参加形態を変化させることで，自分一人の力で学習を進め
獲得した科学的概念を確かなものとして定着させようとする児童の成長が見られた。
しかし，児童が，物理の学習に関する科学的概念を形成するためには，計算力も必要であり，学力の低
い児童に対する支援の在り方を工夫しなければならないという課題も明らかになった。また，コミュニケ
ーションの停滞が起こらないように，教師が，児童一人一人のコミュニケーションをモニタリングし，適
切な支援を行うことと，他の児童に対してコミュニケーションの状態を知らせる機能を付加する必要があ
ることも分かった。
この様な課題を解決し児童一人ひとりが科学的概念を正しく形成できる学習指導法をさらに開発し，教
育の現場で実践していくことで「理科嫌い」の児童がいなくなるような努力をしていくことが必要である。
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